
様　式　Ｂ－５１－６　　（記入例）

令和２(2020)年度 科学研究費助成事業（科学研究費補助金）(研究成果公開促進費)

「研究成果公開発表（Ｂ）」　収支簿 課 題 番 号

　 交付決定額 円

会場借料 消耗品費 人件費・謝金 その他

R2.7.○ 1,500,000 0 1,500,000
R2.7.○ 3,000 1,497,000 3,000 ０００１ ○○事務機
R2.7.○ 2,000 1,495,000 2,000 ０００２ ○○商事
R2.8.○ 100,000 1,395,000 100,000 ０００３ ○○デザイン(株)
R2.8.○ 200,000 1,195,000 200,000 ０００４ ○○デザイン(株)
R2.9.○ 3,000 1,192,000 3,000 ０００５ ○○商事
R2.9.○ 20,000 1,172,000 20,000 ０００６ ○○郵便局
R2.9.○ 5,000 1,167,000 5,000 ０００７ ○○○○氏
R2.9.○ 5,000 1,162,000 5,000 ０００８ ××××氏

R2.12.○ 40,000 1,122,000 40,000 ０００８ ○○製作所
R3.1.○ 10,000 1,112,000 10,000 ０００９ ○○○○氏
R3.1.○ 10,000 1,102,000 10,000 ００１０ ××××氏
R3.1.○ 10,000 1,092,000 10,000 ００１１ △△△△氏
R3.1.○ 10,000 1,082,000 10,000 ００１２ □□□□氏
R3.1.○ 10,000 1,072,000 10,000 ００１３ ◎◎◎◎氏
R3.1.○ 20,000 1,052,000 20,000 ００１４ ●●●●氏
R3.1.○ 20,000 1,032,000 20,000 ００１５ ▲▲▲▲氏
R3.1.○ 20,000 1,012,000 20,000 ００１６ ■■■■氏
R3.1.○ 1,000 1,011,000 1,000 ００１７ ○○商事
R3.1.○ 970,000 41,000 970,000 ００１８ ○○コンベンションホール

R3.2.○ 41,000 0 41,000 ００１９ ○○コンベンションホール

0
0 0
0 0
0 0

1,500,000 1,500,000 0 1,011,000 8,000 120,000 361,000

※　交付を受けた補助金に係る収入及び支出の内容を記入してください。（学会等の自己資金から充当した分は含めないでください。）

※　収入額は収入欄に、支出額は「支出費目」の各費目欄に金額を記入してください。「支出」及び「残額」欄は自動計算されます。

※　印刷した際、記入した内容が全て表示されるように行の高さ・列の幅を適宜調整してください。なお、行を挿入した場合は、自動計算されない場合がありますので、正しく計算されているか必ず確認してください。

経理担当者の所属・職名・氏名 1,500,000○○学会事務局・経理主任・○○○○

会長・○○○○

　　　　　　　　（金額単位：円）

主　　催　　団　　体　　名　　称

代  表  者  の  職  名 ・ 氏  名 ２０HP○○○○○

○○法人　○○○○学会

シンポジウム、学術講演会等名称

入出金
年月日

摘　　　　　要 収　　　入 支　　　出 残　　　額

支　出　費　目

○○○○○シンポジウム

伝 票 番 号 支　払　先

事務用品（鉛筆ｘ１　外） 内訳・詳細は別紙参照

チラシ、ポスターのデザイン及び印刷費（○○○○部）

備　　　考

科学研究費補助金（研究成果公開発表（Ｂ））受け入れ
事務用品（コピー用紙ｘ１　外） 内訳・詳細は別紙参照

チラシ、ポスター発送費（切手代として）
チラシ、ポスター発送アルバイト（○○○○、8/9）

パンフレット印刷費（○○○○部）
チラシ、ポスター発送費（封筒代として）

会場設営アルバイト（○○○○、12/13-14）
会場設営アルバイト（××××、12/13-14）

チラシ、ポスター発送アルバイト（××××、8/9）
看板作成費

パネリスト出席謝金（▲▲▲▲、12/14）

会場設営アルバイト（△△△△、12/13-14）
会場受付・案内アルバイト（□□□□、12/13-14）

パネリスト出席謝金（■■■■、12/14）

会場受付・案内アルバイト（◎◎◎◎、12/13-14）

会議費（パネリスト用ミネラルウォーター、○○本）

パネリスト出席謝金（●●●●、12/14）

会場借料（12/13-14）

請求額41,380円のうち
380円は○○経費より
充当

計

会場機器等使用料（12/13-14）

この収支簿には、補助金から
支出したもののみを記載してく
ださい。

内訳については、
具体的な内容をそ
れぞれ記載してくだ
さい。

補助事業に使途の制限
のない経費を合算して使
用した場合には、収入・支
出に含めるのではなく、備
考欄に記載してください。



様 式 Ｂ－５１－６ 〔作成上の注意〕 

 

  

１． 本様式には、交付を受けた補助金に係る収入（利息は含めない）及び支出の内容のみを記入し

てください。なお、学会等の自己負担分については記入の必要はありません。 

補助金に使途の制限のない他の経費を加えて、補助事業に使用した場合は補助金から支出した

額のみ記入し、備考欄には下記の例１を参考に、他の経費から支出した額が分かるように記入し

てください。 

例１：「請求額○○○円のうち△△円は□□経費から充当」 

 

 

２． 収入額は収入欄に、支出額は「支出費目」の各費目欄に金額を記入してください。「支出」及

び「残額」欄は自動計算されます。 

 

 

３． 印刷した際、記入した内容が全て表示されるように行の高さ・列の幅を適宜調整してくださ

い。なお、行を挿入した場合は、自動計算されない場合がありますので、正しく計算されてい

るか必ず確認してください。 

 

 

４． 「課題番号」「交付決定額」欄には、交付決定通知書に記載の課題番号、交付決定額を記入し

てください。 

 

 

５． 補助金の受入前に立替払いをした場合は、一時的に「残額」がマイナスとなりますが、その

まま記入してください。 

 

 

６． 消耗品については、品名、数量を摘要欄に記載してください。多数の消耗品等を一括で購入

し、摘要欄もしくは備考欄に収まらない場合は、購入物品名を別紙（様式任意）にまとめ、本

様式に添付して提出してください。その際は、摘要欄には下記例２を参考に記入し、備考欄に

「詳細は別紙」等と記入してください。 

  例２：「参加者用名札ケース ｘ200 外」 

 

 

７． 謝金については、実際に用務を行った者の氏名、用務内容、用務期間等が分かるように記入

してください。 

 

 

８． 「伝票番号」及び「支払先」は必ず記入してください。 

   「伝票番号」については、領収書等の伝票番号でも、学会等内での管理番号でも、本補助金

専用の通し番号でも構いません。 

   「支払先」が多数の個人（又は業者）となり、本様式に収まらない場合は、当該支払先を別

紙（様式任意）にまとめ、本様式に添付して提出してください。その際は、備考欄に「詳細は

別紙」等と記入してください。 

 

９． 本様式の提出に当たっては必ず所定の様式を使用してください。 

また、作成に当たり訂正印及び修正液等の使用による訂正は認めません。 
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